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歴史的な鉄構造物の記録図面のコレクションについて
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（２）Ｂについては、Ｌ型鋼などのロールマークの

記録、単位モデニールの形状及び寸法につい

て実測を行う。

（３）Ｃは標準スパンについての展開図・断面図の

実測を行う。

以上のような順で実測を行うことが有効であると

考えられる。つまりＡにおいては榊造物の全体的寸

法及び柱位歴、トラス形状など、基本的な部分の実

測を行い、Ｂにおいて部材の単位モデュールなどに

ついての実測を行う。合わせてロールマークなどの

確認を行う。このことにより単位部材の規格寸法な

どがわかり、その組み合わせによって構成される建

物の形状がほぼ推測できるからである。Ｃにおいて

詳細は展開図・断面図の実測を行う。これによって

建物の一般的な記録保存が可能である。また、特に

大型の工場建築にでは走行クレーン用の柱及び梁が

構造上重要な役割を果たす、この部分を落とすこと

はできない。

１．はじめに

現在我が国では鉄骨構造物の技術革新の状況を示

す資料についての収集はまだほとんど行われていな

い状況にある。その理由としてその形状や重鮭から

実物の確保が困難であるということができる。また、

しばしば緊急な取り壊しに対応して、資料を確保せ

ねばならない場合も多く、如何に記録保存を行うか

という方法論を確立しておく必要がある。

日本において建築技術の発展を分析する場合、旧

海凧の鉄骨構造技術の技術革新と発達は看過できな

いことから旧横須賀海軍工廠(現米海皿横須賀基地）

に残る戦前の鉄構造物の実測等の経験から、大型鉄

梢造物の発達に関する資料の収集、特に如何に記録

保存を行うかについての方法の提言を行うものであ

る。

2．状況

現在工場などの巨大な建造物について老朽化や

設備の更新といった理由で、その多くが趣替えられ

ている。特に大型の鉄構造物については重赴や保管

場所などの制限もあり、その一部分でさえ保存する

には極めて困難を強いられる。従って、本構造物に

ついては記録保存等を行わざるを得ないが、時間、

経費等の関係から必要最小限の記録保存方法を考慮

しておく必要がある。

表１
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3．方法

上記のような状況から大型鉄構造物の図面コレ

クションについて次のような方法をとることが現実

的であると考えられる。

鉄栂造物の調査において、どのように記録をとる

かをまとめたのが[表１]である。

（１）Ａに示す範囲は建造物調査において極めて

緊急的に行うべき調査であり、トラスの形状、

支柱位圃、トラス及び柱の接合部、走行クレー

ン用の柱位歴を実ＩＭＩする。

4．具体的実例

旧横須賀海軍工廠内ではここ近年建物の老朽化及

び設備の更新等ため緊急な解体と事前の調査が行わ

れたＩ)。調査を行った建物名称とその実測箇所を［表

'］を参考に作成すると［表２］２）のようになる。

［図’］は２００４年９月に調査した、製餓工場３）の

架構図、［図２]は柱の詳細図、［写真，］は工場の内部

の写真である。

７

Ｎｏ． (1) ② ⑧ 日） (旨） ⑥

実】田Ｈ巴Hnmヨら弔弔

四蚕部位

田呂広U、

ﾄﾗｽ形状

寺カキイウ否

＃付店

咄L耐1Ⅱ只］

全体

麺

エ
単位部材の
寸法ﾓﾃﾞｭｰﾙ

ローＬ▼－句

四1古フ正

規格

■■、四■■、

抓準スパン

mＴＩ面n口１

pjn向ｍｕ

￣美
、̄￣

Ｃ



Bnehngpaper3orlstInLematiomlSympo8iumofTbchnolo夢callzunowbtionmJppan-CoU蛭tmgexpencmcesandestamishmgmowledgelbundatjon-
F

２７Ｍｎ両DＵ２ｍ７

(ウ）これを具体的に示せば［図ｌ］はトラスと支柱（ア）、

走行クレーンを支える柱（イ）、トラスと柱の接合部

（ウ）を実測したものであり、これと全体平面図は

最小限調交すぺき箇所であると考える。このほかに

詳細図、ロールマーク、展開図を記録として残すこ

とが出来た。

また、支柱及びトラスの一部から「DORMANLONG＆Co

MIDDLESBROUGHENGLAND」のロールマークが確紹され

ている。

表２
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５．まとめ

以上のように鉄構造物の実測調査及び図面コレ

クションについて、記録保存の方法とその必要性に

ついて述べてきた。

今後、更にこれら鉄構造建造物についてコレクシ

ョンを収築し、トラスや支柱の樽造、部材の規格、

ロールマークなど、総合的に判断して鉄楢造物の発

達についての分析を行っていく予定である。

図１製随エ場架構図

注）

’）建造物調壷は、横須賀市教育委員会を主体と

して行われた緊急的な調査及び市史緬さん室の

屯典の一環として行われたものであり、そのう

ちの鉄構造建造物のみ取り上げている。

2）［表１］で使用している建物名称は『横須賀海

軍工廠外史』改灯版１９９０年横須賀海軍工廠会

「横須賀海軍工廠横須賀地区配匠図大正１２年

（１９２３）震災前」明治２０年を参考としている。

3）中島久男・消水慶一・水野僚子・湯本桂：旧

横須賀海軍工廠造機部製峨工場について横須

賀市近代化遺産調査（６）、２００４年度日本建築学

会（北海道）学術鱒摘梗概集Ｆ･２，３３３～３３４頁

２００２

↑
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外藁エ 巳 2003年9月 ０ ○ ０ ○ ０

己田Ｔ 日 2004年7月 ０ ○ ○ ０ ○

ポンプ Ｅ 2004年9月 ○ ○ ○ ○ ○


